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第 8図 浜中村 琵琶瀬橋(割1¥路説I}(!民所報告〉

第10図 厚岸 床湾海岸(釧路測候所報告〉

第 9図 霧多布(割1¥路1J¥1J候所報告〉

第11図 厚岸床再i音11落津波に洗われた海岸(割1¥路測候所報告〉
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第四図 昆布森市街遠望

海岸の黒い部分と前方の山の手前を左への・びる

部分が津波に洗われた区域 く釧路測候所報告〉

第13図 氷塊の激突により大破した民家ω1¥路測候所報告〉

第14.図 人中央部に三段に重った氷結が見える。との川が前

の山につ会当って右折し、髭の ドを通って海にそ

そく、。 く釧路測候所報告〉

第15図 巨大な氷塊が民家に接触しながら少しも損傷を与

えていなL、。 く釧路測候所報告〉



第四図 釧路春採における 「づり山」の被害

(却1¥路測候所報告〉

第18図 甜1¥路川における津波によ る増水

く北海逼新聞による〉

(5) 

第17図 釧路 築港般入j閲

津波第一波、退潮時の状況

(釧路測候所報告〉

第四図 釧路新埠頭

く北海蓮新聞による〉



第20図 尺別一直別鉄道被害 (北海道新聞による〉
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第22図 止若 新田工場における煙突の倒壊

左レンガ製 右鉄筋コン夕日{ト製

第21図 厚内における線路者曲(北海道新聞による〕

第23図 大津海岸における地割れ



第24図 黄金遁路第3号トンネル附・近 第25図 音調津-、目黒間 地震のため起った雲崩れ

く守回、南、報告による) (守岡、南、報告による〉

NW←匿議E圃圃圃圃圃園圃圃圃圃園田監奪回 圃圃圃圃圃園 → SE

第27図大樹神社

く大樹村役場提供〉

第26図 アーツ川附近海浜の裂線

(守問、南、報告による〉

く7)



第29図 浦河小学校の門柱 200cm X 60cm X 60cm 

転倒方向 S250 E 

第28図 浦河測候所壁の股落

第30図 浦河日赤病院くその 1) 第31図 陸橋(浦河市街〉

病棟半倒壊

く8)



第32図 浦河日赤病院 くその 2)

ゆがんだ内部傾斜 140

第33図 浦河日赤病院くその3)

上部の飛散した燈突

落下方向 S30W~N30E

第34図 墓石の移動(於浦河〉 第35図 i南河高校々舎の全壊

30cm X 30cm X 80cm 

く9)
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第36図 新冠の地割れ(その 1) 矢印の部分が地割れのか所

(大野報告〉

第38図 新冠の地割れ(その 3) 地割れ中心部く大野報告〉

第37図 新冠の地割れくその 2) 北側より望む(大野報告〉

，，' 

第39図 厚賀営林署官吉の棟瓦が南側の屋根に落ちている

く苫小牧測候所報告〉



第40岡 壁の目覚落(様似旧市街〉 第41図 鵡川村土管工場の煙筒(幅 2米〉

地上 5.3米より折損(室蘭測候所報告〉

第42図 地割れ 茸大120cm (鵡川村〉 第43図 鵡川儒の沈下(中央部〉

(窒鶏測候所報告〉 (室麓測候所報告〉
く11)
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第44図 八戸鮫港 13時45分の津波により石炭流さる

く八戸測候所報告)

第45図 八戸市内湊橋正午減水状況 く八戸測候所報告〉

第46図 13時45分八戸鮫港の津波 (八戸測候所報告〉

第4.7図 日冷倒壊と岩壁の亀裂崩壊

釜石港

(宮古測候所報告〉 第48図 岩壁の亀裂と崩壊

釜石港

(宮古測候所報告〉
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常数

官署名|地震計名、:1成分i宮T32l倍率 (V)J号f盟|繊度ω
N-S I 6.0 1 く0.04 8 

宮 古 51 年、型強震計 玉二元-I~瓦-o-I~ 口…~I

U-D  I 5.0 1 く0.03 8 

八 戸 |51年型強震計 l
仙 台 I50 年型強'震計 l
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=
同
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数

地 震 計 名 利用想|倍率ω(開曾|制振度ω
ウイーへルト式地震計 N-S 4.6 93 0.006 4.8 

jぷ 島
E-W  4;6 121- 0.014 5.8 

U-D 3.8 78 0.014 3 

|… r :A: ~.rr N-S 3.9 92 0.05 3 

屋久島 E-W 4.5 82 0.-01 4 

U-'-D 3.5 78 0.03 3 
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(13)頁に掲載した記象紙の地震計常数
一一一一

分|問，~I 倍率一 1 明君!一度 ωj地 震 計 名

稚 内!六森式地動計 1N-s !156 
15 I .~附[ -7.0 

E-W I 15.8 15 0.0003 7.5 
、

計 I~一品!浦 単 徴 動
4.4 50 5.6 
4.7 50 0.02 6.0 

計 lN-s ! 3.3 40 一帯 E-W 4.3 40 0.027 一

~I\ 単 徴 動 計 |N-s i 40 7.7 
E-W 4.1 40 0.01 6.7 

4.2 94 0.021 4.5 
青 E-W 5.0 94 0.022 5.6 

U-D 3.3 83 0.025 5.8 

N-S 124 0.017 6.5 
キL 幌1)-1ールト式地震計 E-W 5.1 120 0.015 7.5 

U-D 4.0" 75 0.044 2.8 

r (14)頁に掲載した記象紙り地震計常数

|官署名| 地 震 計 名 分 I く固T有0)周se期~I 倍率 CV) I 摩仁f燦/T係02数~'f 制振度ω
N-S 5.2 96 0.009 6.4 

F凸""' 古 ウイーヘルト地震計 U E-W  D 5.0 94 0.009 5.6 7 
5.0 51 0.009 4. 

合 lルヘルト式地震計 N-S 5.0 79 0.0025 6.6 
f山 E-W 5.8 74 0.0012 7.3 

U-D 4.8 64 0.0050 10.1 

F.I ゥィーへルト式地震計 N-S 90 0.0073 4.6 
l¥ E-W 4.8 89 6.0075 5.6 

U-D  4.5 74 0.0059 4.5 

5.0 80 0.03 4 
筑波山 ウイーへルト式地'震計 E-W 4.4 79 0.03 4 

U-D 4.7 72 0.04 5 

3.2 108 0.04 8 
大 島 ウイァヘルト式地震計 E.-W  3.2 111 0.08 6 

U-D 2.7 78 0.07 3 

(15)頁に掲載した記象紙の地震計常数

官署名|地震計名|成分|思想|倍率岬位|鵬度判

釧 路 51年期強震計 N E-Ws 66-00 1| 11 くく00.0044 8 8 

U-D I 5.0 1 I <0.03 I 8 

三月包 森 I50 年型強震計| 同 上
h 

f佳 内 I51 年型強震計| 同 {上

N-S 4.4 85 (f0/.T02 02〉 4 

神 jヨ ウイーへルト式地震計 E-W 4.4 80 0.06 6 

U-D 4.8 66 0.02 4 

く18)
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十勝沖地震のおもな検潮儀記録
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市-1， 1 1い1ILiJ~ lιj~i\ i "1 ¥ IJ比斗Ji I I I斗』
m!1m 12 15 18 2/ 24 -3 6 9 12 J5 18 21 24 

1 謝\\路港.昭和 27 年 3 月 4 日 10 時~6 日 4 時の検潮儀記録
2 広ぃ尾港昭和 27年 3月4日10時べ5日18時 P 

3 室蘭滋昭和 27 年 3 月 4 日 9 時~5 日 18 時

4 函館法昭和 27 年 3 月 4 日 9 時~5 日 24 時
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昭和2，7年 3月4日9時--5日24時の検潮犠記録

昭和 27 年 3 月 4 日 9 時--5 日 2~ 時〆 グ

昭和27年 4月4日9時-5日22時 、 p

昭和27年 3月4日6時--5日24時 F 
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14 御前崎 、 昭和 27 年 3 月 4 日 9 時~5 日 21 時の検潮儀記録
15 鳥 羽、昭和 27 年 3 月 4 日 10 時~5 日 18 時

16 串本く潮岬〉 昭和 27 年 3 月 4 日 9 時~5 日 21 時 F 

17 高知(浦戸桂浜〉 昭和 27 年 3 月 4 日 10 時~5 日 11 時の検瀬儀記録
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